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 論   文   の   要   旨 
 生体では、サイトカインを産生する細胞からそのサイトカインを受け取る細胞へと情報伝達
がなされることにより、免疫細胞の活性化や抑制が行われている。サイトカイン産生のシグナ
ルにおいて重要な役割を担うのがSTAT（signal transducer and activator of transcription）というシ
グナル伝達転写活性化因子であり、7種類のタンパク質が同定されている。STAT6はその1つで
ある。本論文の著者は、IL-4/IL-13により活性化されるSTAT6のシグナル経路に関わり、その異
常がアレルギー性疾患の発症に関与すると考えられる PARP14 (poly(ADP-ribose) polymerases 
14)、および骨髄樹状細胞でのウィルス感染によりSTAT6経路が活性化する際に関与する 































 審   査   の   要   旨 
PARP14 および DDX41 がそれぞれ別々の経路によって STAT6 の活性化に関与することは、
これまでに広く知られていたが、いずれについても酵素活性に関する報告はなく酵素機能の詳
細も未知であった。本論文の著者は、これら 2つの酵素の基本性状を生化学的に明らかにし、ア
ッセイ系を構築し、阻害活性を示す化合物を取得するという一連の研究を行い、優れた成果をあ
げた。特定の酵素をターゲットとする創薬という目標を掲げて基礎研究を展開し、生物学的に有
用な知見を得ると同時に、応用への具体的な道筋を示した点は高く評価できる。
平成３１年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
